
生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞

の読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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東京電力福島第一原発事

故で、被災した12市町村と

ＪＡでつくる「福島県高付加

価値産地協議会」が発足

しました。農畜産物の生産

や流通・加工などで、関係

機関や団体が連携し、営

農再開や新規参入を促す

狙い。冷凍やカットした野

菜をはじめ、パックご飯の

製造施設を新設、加工用

サツマイモの産地などを想

定。2030年度までに80億

円を算出する産地を形成

し、25年度までに３割達成

を目指します。（8/6付2面）

自民党は米を取引する「現物市場」

を創設するよう、政府に提言する方

針を固めました。現状では米需給の

実態を表す価格指標が不十分で、

より透明性の高い価格形成の場が

必要と判断。ＪＡグループや米卸な

ど幅広い関係者が参加する必要性

を強調しています。農水省に検討会

を設置し、2021年度中に制度設計

を進めるよう求めています。米の現

物市場は、公設で取引価格を発表

していた全国米穀取引・価格形成セ

ンターが11年に廃止。相対取引が

米取引の主流になり、上場数が激

減したことが廃止の要因で、関係者

が幅広く参加する現物市場の実現

には課題も多そうです。（8/4付1面）

今週の記念日
今回は都合により休載します。
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「復興五輪」として位置

付けた東京オリンピッ

ク・パラリンピックが開

幕。メダリストに副賞とし

て贈られる「ビクトリー

ブーケ」生産も佳境を

迎えています。被災地

の岩手産のリンドウ、宮

城産のヒマワリ、福島産

のトルコギキョウを採用

し、大会期間中に5,000

個以上を用意します。

（8/2付9 面）

家族同様に見送るペット葬の需要が増えてい

ます。ＪＡ東京中央セレモニーセンターは、火

葬の間に思い出に浸れる待合室を用意し、月

５０件に増えています。長野県のジェイエイ・

アップルも、１周忌に手紙を送るなど、きめ細

かい対応で支持されています。（8/4付14面）

日本農業新聞 東北支所 副支所長 小島慶太
前回に続きコロナ禍での新しい生活様式をご紹介③ これまで営業先の日程を優先
して始発出張や終電帰宅が多かった不規則な生活から一転。自宅と会社を往復する穏
やかな生活に。時間的な余裕が生まれ、朝晩２、３時間を好きな読書に充てています。主
に図書館で借りた歴史や科学、東北出身の作家など、昨年は120冊を読破。郷土史か
ら学ぶことは多く、ご当地の特異な地名や人名から歴史をひも解くのが楽しみです。

ＪＡゆうき青森は人工知能（ＡＩ）を搭載

したニンニク選別機を全国で初導入

しました。品位選別や積込作業など

重労働を機械化し、人員を７割削減

できる利点があります。 （8/4付5面）


